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青
少
年
期
の
音
楽
経
験

　

―
60
歳
に
な
っ
て
も
オ
ー
ル
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
な
い
。
だ

け
ど
、
た
と
え
何
歳
に
な
っ
て
も
聴
き
続
け
る
の
は

青
少
年
期
に
聴
い
て
い
た
音
楽
だ

―

　

テ
ン
プ
ル
大
学
で
発
達
心
理
学
を
研
究
し
て
い
る

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
教
授
は
、
青
少
年

期
に
聴
い
た
音
楽
が
そ
の
後
の
人
生
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
（N

ew
 Y

ork 
T

im
es

）。
主
観
的
と
も
思
わ
れ
る
ス
タ
イ
ン
バ
ー

グ
教
授
の
発
言
は
、
近
年
の
神
経
科
学
の
飛
躍
的
な

進
歩
に
よ
っ
て
論
理
的
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
人
間
の
推
論
能
力
や
衝
動
の
抑
制
を
司
る
脳
の

前
頭
前
野
は
青
少
年
期
の
直
前
に
大
き
く
活
動
し
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
青
少
年
期
に
受
け
る
文
化
的
な
刺
激
が
大

き
な
印
象
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
青
少
年
期
に
音
楽
と
ま
っ
た
く

か
か
わ
ら
な
い
日
々
を
過
ご
す
人
た
ち
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
能
動
的

に
せ
よ
受
動
的
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
形

―
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
音
楽
を
視
聴
し
た
り
、
カ
ラ

オ
ケ
で
好
き
な
曲
を
歌
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
友
人

と
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
り

―
で
音
楽
と
接
す
る
機
会

が
あ
る
は
ず
だ
。
た
と
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー
活
動
へ
の

参
加
実
態
を
み
る
と
、
性
別
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は

あ
る
も
の
の
、
青
少
年
期
に
当
た
る
10
代
の
音
楽
に

関
連
す
る
活
動
へ
の
参
加
率
は
高
い
こ
と
が
分
か
る

（
次
頁
表
１
）。

　

と
く
に
、
青
少
年
期
に
音
楽
と
密
接
に
関
与
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
環
境
の
ひ
と
つ
に
は
、
学
校
教

育
で
の
課
外
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、

そ
の
代
表
と
も
呼
べ
る
の
が
吹
奏
楽
部
だ
。

吹
奏
楽
部
の
人
気

　

２
０
１
４
年
２
月
12
日
、
福
岡
市
の
精
華
女
子
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
は
、Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
レ
ー
ベ
ル（
Ｓ

Ｍ
Ｅ
）
か
ら
『
熱
血
！
ブ
ラ
バ
ン
少
女
』
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
同

月
17
日
に
は
、
オ
リ
コ
ン
週
間
ア
ル
バ
ム
ラ
ン
キ
ン

グ
（
24
日
付
）
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
で
初
登
場
1
位
、

総
合
部
門
で
も
25
位
を
獲
得
し
た
。
精
華
女
子
高
等

学
校
は
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
９

回
受
賞
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
番
組
『
笑
っ
て
コ
ラ
え

て
！
』（
日
本
テ
レ
ビ
）
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
吹
奏

楽
の
旅
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
校
の
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、
人
気
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
吹

奏
楽
部
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（http://

w
w

w
.seika-ghs.ed.jp/c_band.htm

l

）。

　

精
華
女
子
高
等
学
校
が
金
賞
を
受
賞
し
た
全
日
本
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青
少
年
期
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音
楽
経
験
と
そ
の
後
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吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
東
京
都
杉
並
区
の
普
門
館

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
１
９
７
２
年
か
ら
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
も
に
中
学
と
高
校
部
門
の

舞
台
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
の
会
場
は
、
所
有
す

る
宗
教
法
人
立
正
佼
成
会
が
同
会
館
の
耐
震
改
修
や

建
て
直
し
を
断
念
し
た
た
め
に
、
２
０
１
２
年
以
降

の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
普
門
館
は

吹
奏
楽
に
取
り
組
む
中
学
生
や
高
校
生
に
と
っ
て
は

「
聖
地
」
と
な
っ
て
お
り
、「
吹
奏
楽
の
甲
子
園
」
と

さ
え
呼
ば
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
彼
女
／
彼
ら

は
吹
奏
楽
の
「
聖
地
」
を
目
指
す
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
吹
奏
楽
部
の
人
気

は
衰
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
全
日

本
吹
奏
楽
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
数
の
推
移
を

み
る
と
、
加
盟
団
体
数
の
合
計
数
は
10
年
か
ら
12
年

の
あ
い
だ
に
40
団
体
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
中
学
校
で
は
16
団
体
、
高
等
学
校
で
は
19
団
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
の
だ
。

物
語
と
し
て
の
「
ブ
ラ
バ
ン
」

　

今
で
こ
そ
、
精
華
女
子
高
等
学
校
の
Ｃ
Ｄ
が
オ
リ

コ
ン
で
首
位
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
吹
奏
楽

の
Ｃ
Ｄ
は
「
観
賞
用
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
吹

奏
楽
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
た
め
の
「
資
料
」
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
最
近
で
は
、
２
０
１
３
年
７
月
31
日

に「
あ
ま
ち
ゃ
ん 

ぶ
ら
ば
ん
～
公
式
版 

吹
奏
楽『
あ

ま
ち
ゃ
ん
』
曲
集
～
」（
ビ
ク
タ
ー
）
や
、
14
年
３

月
26
日
に
は
『
ブ
ラ
バ
ン
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー

Ｚ
！
～BRA

SS A
N

D
 RO

M
A

N
CE

～
』（
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
）
な
ど
が
発
売
さ
れ
、
い
ず
れ
も
好
調

な
売
り
上
げ
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
吹
奏
楽
の

人
気
は
、
２
０
０
０
年
代
以
降
の
ド
ラ
マ
や
映
画
、

そ
し
て
マ
ン
ガ
と
い
っ
た
ボ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の
メ
デ

ィ
ア
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

吹
奏
楽
部
を
扱
っ
た
ド
ラ
マ
や
映
画
に
は
『L

×
I

×V

×E

』（
１
９
９
９
年
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）、『
ス
ウ
ィ

ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
』（
２
０
０
４
年
、
東
宝
）
や
『
ラ

ブ
ラ
バ
ン
バ
ン
』（
２
０
０
８
年
、
ト
ル
ネ
ー
ド
・

フ
ィ
ル
ム
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
に
は
柏

木
ハ
ル
コ
『
ブ
ラ
ブ
ラ
バ
ン
バ
ン
』（
１
９
９
９
～

２
０
０
０
年
、
小
学
館
）、
米
根
真
紀
『
小
桧
山
中

学
吹
奏
楽
部
』（
２
０
０
２
年
、
ラ
ポ
ー
ト
コ
ミ
ッ

ク
ス
）、
田
川
ち
ょ
こ
『
ひ
か
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
』

（
２
０
０
７
～
10
年
、
芳
文
社
）、
都
桜
和
『
う
ら
バ

ン
！
～
浦
和
泉
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
～
』（
２
０
０

７
～
11
年
、
芳
文
社
）
宇
佐
悠
一
郎
『
放
課
後
ウ
イ

ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』（
２
０
０
８
～
09
年
、
集

英
社
）、
河
原
和
音
『
青
空
エ
ー
ル
』（
２
０
０
８
年

～
、
集
英
社
）、
鶴
ゆ
み
か
『
暴
走
系
吹
奏
楽
列
伝

ブ
ラ
ボ
ー
！B

rass B
oy

』（
２
０
０
９
年
、
講
談

社
）、
ミ
キ
マ
キ
『
ヒ
ビ
キ
ノ
Ｂ
Ｂ

―
男
子
校
吹

奏
楽
部
ラ
イ
フ
』（
２
０
１
０
年
、
秋
田
書
店
）
や

神
海
英
雄
『SO

U
L C

A
T

C
H

E
R

（S

）』（
２
０
１

３
年
、
集
英
社
）
な
ど
が
あ
る
。

　

吹
奏
楽
部
は
「
ブ
ラ
バ
ン
」
と
い
う
呼
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
音
楽
ジ
ャ
ン
ル

は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

だ
。
し
か
し
、「
ブ
ラ
バ
ン
」
が
奏
で
る
音
楽
は
、

あ
く
ま
で
も
吹
奏
楽
部
用
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の

だ
。
つ
ま
り
、「
ブ
ラ
バ
ン
」
で
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

的
な
る
音
楽
」、
あ
る
い
は
「
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
的
な
る

音
楽
」
が
演
奏
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
脈
に
お
い
て

は
「
ブ
ラ
バ
ン
」
が
ひ
と
つ
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
認
識
さ
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、「
ブ
ラ
バ
ン
」
と

表１　性・年代別余暇活動参加率（2012年）　出典：『レジャー白書2013』

表２　全日本吹奏楽連盟加盟団体数の推移　出典：『すいそうがく』
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い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
「
物
語
」
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

人
び
と
は
「
ブ
ラ
バ
ン
」
の
「
音
楽
」
に
で
は
な
く
、

「
学
校
生
活
」「
青
春
」「
若
者
ら
し
さ
」と
い
っ
た「
物

語
」に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な「
物

語
」
は
、
テ
レ
ビ
や
映
画
、
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
と
い

っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
再
生
産
さ
れ
て
い
る
の

だ
。

「
ブ
ラ
バ
ン
」
と
「
け
い
お
ん
」

　

２
０
０
０
年
代
後
半
以
降
、
軽
音
楽
部
の
人
気
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
マ
ン

ガ
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
け
い
お
ん
！
』
の
人
気
が
あ

る
。
も
っ
と
も
、『
け
い
お
ん
！
』
を
き
っ
か
に
軽

音
楽
部
に
入
部
す
る
生
徒
は
増
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
彼
女
／
彼
ら
が
部
活
動
を
辞
め
る
こ
と
な
く
続

け
る
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い

る
。
ま
た
『
け
い
お
ん
！
』
の
作
品
を
コ
ピ
ー
す
る

軽
音
楽
部
の
生
徒
は
け
っ
し
て
多
数
派
で
は
な
い
よ

う
だ
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
『
け
い
お
ん
！
』
の
人

気
が
軽
音
楽
部
の
人
気
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

さ
そ
う
だ
。

　

最
近
の
高
校
生
が
コ
ピ
ー
す
る
バ
ン
ド
は
、

A
SIA

N
 K

U
N

G-FU
 GEN

ERA
T

IO
N

、
チ
ャ
ッ

ト
モ
ン
チ
ー
やO

N
E O

K
 R

O
C

K

と
い
っ
た
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
バ
ン
ド
に
加
え
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
ボ
ー

ロ
イ
ド
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
都
内
の
高
校
で
軽

音
楽
部
の
顧
問
を
務
め
る
男
性
教
諭
は
、「
軽
音
部

は
ア
ン
プ
を
通
し
た
吹
奏
楽
部
。
ロ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
教
え
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
と
断
言
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
軽
音
楽
部
で
は
「
け
い
お
ん
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
も
と
で
「
物
語
」
が
共
有
さ
れ
て

い
る
の
だ
。
そ
し
て
、「
ブ
ラ
バ
ン
」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
に
「
物
語
」
が
と
も
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、

「
け
い
お
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
も
「
物
語
」
が
見

い
だ
さ
れ
る
の
だ
。

　

高
校
で
の
軽
音
楽
部
の
人
気
を
受
け
て
、
全
国
規

模
で
「
高
等
学
校
文
化
連
盟
軽
音
楽
部
門
」
の
設
置

準
備
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、「
高
等
学
校
軽
音
楽

部
連
盟
」
を
設
置
す
る
地
域
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
バ
ン
ド
指
導
こ
そ
、
最
高

の
教
育
実
践
の
機
会
」（
高
等
学
校
軽
音
楽
部
連
盟

大
阪
）
や
「
部
活
動
を
通
じ
て
の
生
徒
の
健
全
な
る

精
神
の
育
成
」（
埼
玉
県
高
等
学
校
軽
音
楽
連
盟
）

と
い
っ
た
軽
音
楽
部
の
活
動
方
針
は
、
ま
る
で
「
物

語
」
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ
た
「
精
神
論
」
の
よ
う
に

思
え
て
し
ま
う
。

（
以
上
、
宮
入
恭
平
）

生
徒
か
ら
み
た
部
活
動

　

２
０
１
２
年
に
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品

賞
を
受
賞
し
た
『
桐
島
、部
活
や
め
る
っ
て
よ
』（
原

作
：
朝
井
リ
ョ
ウ
、
監
督
：
吉
田
大
八
、
脚
本
：
喜

安
浩
平
／
吉
田
大
八
）
で
は
、
部
活
動
と
、
部
活
動

か
ら
抜
け
出
し
た
帰
宅
部
、
そ
し
て
彼
ら
を
取
り
巻

く
「
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
同

作
品
は
、
部
活
に
励
む
向
学
校
文
化
的
な
生
徒
た
ち

（「
映
画
部
」
に
属
す
る
主
人
公
を
含
む
）
と
、
部
活

に
励
み
す
ぎ
ず
に
、
遊
び
や
恋
愛
関
係
、
塾
と
い
っ

た
反
学
校
文
化
に
浸
る
生
徒
た
ち
の
棲
み
分
け
、
そ

し
て
、
当
人
た
ち
に
薄
ら
感
じ
取
ら
れ
て
い
る
、
生

徒
間
の
上
下
関
係
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
を
基
調
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
の
終
盤
に
は
、
後
者
の

生
徒
が
、
前
者
の
生
徒
の
態
度
に
密
や
か
な
「
脱
学

校
文
化
」
の
要
素
を
見
出
し
、「
反
学
校
」
に
勤
し

む
こ
と
で
学
校
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
自
身
の
姿
に

空
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
の
部
活
動
は
、
音
楽
で
あ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
れ
、「
み
な
で
一
丸
と
な
っ
て
勝
ち
抜
こ
う
」
と

い
う
競
争
主
義
と
、「
頑
張
っ
た
過
程
に
意
味
が
あ

る
」
と
い
う
努
力
主
義
と
い
う
、
相
対
す
る
側
面
の

バ
ラ
ン
ス
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、「
桐
島
」
が
描
い
て
い
る
の
は
、「
脱

学
校
」、
す
な
わ
ち
、「
学
校
に
用
意
さ
れ
て
い
る
イ

マ
の
部
活
動
が
、
自
身
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な

が
る
と
も
考
え
て
い
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
没
入
し

て
い
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
す
る
生
徒
目
線
の
態
度

で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
立
っ
た
場
合
、
重
要
に
な
る

の
は
、
当
人
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
保
で
き
る

よ
う
な
（
趣
味
の
近
い
）
仲
間
作
り
と
し
て
の
部
活

動
で
あ
り
（
野
垣
内
・
笹
野
２
０
１
２
な
ど
参
照
）、

そ
の
よ
う
な
仲
間
作
り
の
「
物
語
」
を
、
そ
の
後
も
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温
め
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、

「
熱
血
顧
問
」
に
よ
る
「
指
導
」「
育
成
」
は
、
二
義

的
な
存
在
と
な
る
。

部
活
動
経
験
の
そ
の
後

　

中
・
高
時
代
の
部
活
動
経
験
を
通
じ
た
「
自
己
開

示
」
や
「
友
人
獲
得
」
は
、
そ
の
後
の
大
学
生
活
の

「
友
人
関
係
」
に
も
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
斉
藤
２
０
０
１
）。
特
に

高
校
時
代
の
部
活
経
験
は
、
大
学
時
代
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
対
す
る
態
度
に
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い

る
（
長
谷
川
２
０
１
１
）。

　

と
は
言
え
、青
少
年
期
の
音
楽
活
動
は
、
先
の「
桐

島
」
の
例
で
も
見
た
よ
う
に
、
た
と
え
そ
の
後
に
音

楽
大
学
な
ど
に
進
学
し
て
も
、
直
接
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
つ
な
が
る
と
限
ら
な
い
の
が
現
実
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
青
少
年
当
人
た
ち
も
、

そ
の
よ
う
な
将
来
を
想
像
し
な
が
ら
、
部
活
動
な
ど

の
場
を
利
用
し
て
「
仲
間
作
り
」
の
物
語
の
共
有
を

自
己
目
的
化
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
以
上
、
歌
川
光
一
）

〈
参
考
文
献
〉

・
阿
部
勘
一
／
細
川
周
平
／
塚
原
康
子
／
東
谷
護
／

高
澤
智
昌
『
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
社
会
史

―
軍
楽

隊
か
ら
歌
伴
へ
』
青
弓
社
、
２
０
０
１
年

・
長
谷
川
祐
介
「
大
学
生
活
に
対
す
る
志
向
性
に
及

ぼ
す
中
学
高
校
部
活
動
の
影
響
―
教
科
外
活
動
の

長
期
的
効
果
に
関
す
る
分
析
可
能
性
―
」『
大
分

大
学
教
育
福
祉
科
学
部
研
究
紀
要
』
33
（
１
）、

97-

１
０
８
、
２
０
１
１
年

・
松
永
良
平
監
修
『
音
楽
マ
ン
ガ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

―
音
楽
マ
ン
ガ
を
聴
き
尽
く
せ
』
デ
ィ
ス
ク
ユ

ニ
オ
ン
、
２
９
１
４
年

・
宮
入
恭
平
、
佐
藤
生
実
『
ラ
イ
ブ
シ
ー
ン
よ
、
ど

こ
へ
い
く

―
ラ
イ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
音
楽
』
青
弓
社
、
２
０
１
１
年

・
成
松
哲
『kids these days!　

い
ま
ど
き
の
10

代
に
聞
い
た
リ
ア
ル
な
「
け
い
お
ん
！
」
の
話
。』

vol.1

、vol.2

、
２
０
１
１
年
、
12
年

・
野
垣
内
菜
穂
・
笹
野
恵
理
子
「
高
校
生
の
部
活
動

に
み
る
音
楽
活
動
の
形
成
過
程
―
高
等
学
校
に
お

け
る
軽
音
楽
部
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
通
し
て

―
」『
学
校
音
楽
教
育
研
究
』
16
、
25
～
36
、
２

０
１
２
年

・
音
楽
之
友
社
編
『
新
版 

吹
奏
楽
講
座
７

―
吹

奏
楽
の
編
成
と
歴
史
』
音
楽
之
友
社
、
１
９
８
３

年
・
斉
藤
浩
一
「
中
・
高
校
の
部
活
動
が
大
学
生
活
適

応
に
及
ぼ
す
影
響
」『
日
本
特
別
活
動
学
会
紀
要
』

（
９
）、
24
～
32
、
２
０
０
１
1
年

・
桜
高
軽
音
部
研
究
室
『
け
い
お
ん
！
の
真
実
』
笠

倉
出
版
社
、
２
０
１
１
年

・
吹
奏
楽
雑
学
委
員
会
『
知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら
な

い
吹
奏
楽
お
も
し
ろ
雑
学
事
典
』
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
、
２
０
０
６
年

・
戸
ノ
下
達
也
編
著
『
日
本
の
吹
奏
楽
史
』
青
弓
社
、

２
０
１
３
年

〈
参
考
資
料
〉

・Senior, Jennifer 

“Why Y
ou T

ruly N
ever 

Leave H
igh School: N

ew
 Science on Its 

Corrosive, T
raum

atizing Effects

” in N
ew

 
Y

ork M
agazine 

（published on Jan 20, 
2013

）

・「
高
校
軽
音
部
、体
育
会
系
顔
負
け　

黒
髪
・
朝
練
・

礼
儀
指
導
徹
底
」『
朝
日
新
聞
』
２
０
１
２
年
10

月
９
日
付

・「『
普
門
館
』
音
色
途
絶
え
る　

吹
奏
楽
コ
ン
の
聖

地
、
改
修
を
断
念
」『
朝
日
新
聞
』
２
０
１
３
年

11
月
14
日
付

・「
高
校
吹
奏
楽
部
が
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
…
オ
リ
コ
ン

総
合
25
位
」『
読
売
新
聞
』
２
０
１
４
年
２
月
27

日
付

・
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
会
報
『
す
い
そ
う
が
く
』（
２

０
１
２
・
７ N

o.190

、
２
０
１
３
・
７ N

o.193

）

一
般
社
団
法
人
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟

・
埼
玉
県
高
等
学
校
軽
音
楽
連
盟
（http://m

usic.
geocities.jp/keionsaitam

a/

）

・
高
等
学
校
軽
音
楽
部
連
盟
大
阪
（http://w

w
w

.
keionrenosaka.com

/

）


